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１．パスファインダーとは  

自館の資料を使って情報探索する「道しるべ（pathfinder）」とも言われている。児童生徒が主体的に学校図書館

の資料や情報を探し出せるように，資料の一覧や情報の収集手順をまとめたものである。広いテーマについて一般

的な情報探索法を紹介するのではなく，効率よく情報を探索することができるように，具体的な小さなトピックに絞っ

て作成されている。 

    

２．パスファインダーを作成する意義 

 ・児童生徒はパスファインダーを使うことによって，自分の力で必要な資料・情報を得るという情報探索能力を得ら

れる。また，例示された資料・情報からさまざまな図書・メディア・情報に出会い，興味・関心が広がる。 

・多角的な視点から資料や情報を提供するパスファインダーは，教科横断的な学習や，テーマを決めて取り組む学

習に有効な支援サービスとなる。 

・図書館側にとっても，館内外の多様なメディアを紹介でき，児童生徒や教職員へのアピールにつなげることができ

る。的確な資料・情報を収集するための蔵書が備わっているか，自館に不足している資料も確認できる。 

 

３．パスファインダーをつくる 

（１）テーマ（トピック）の設定 

 できるだけ具体的なものがよい。 

教科の単元に関連したもの，教員から要望があったもの， 

総合学習や学校行事に関連したものなど。 

（２）構成（右図参照） 

①タイトル（テーマ・トピック）： 

パスファインダーの名称，定義・範囲を端的に表す。 

②スコープノート：テーマ（トピック），パスファインダーについての説明 

③キーワード：情報集めの際に手がかりになる語句，ことば， 

NDC など。 

キーワードは辞書，事典，教科書，副教材から選んだり， 

教科担当者と相談したりするとよい。 

④図書の紹介：自館の資料から選定する。テーマに対して様々な 

観点から図書を探せるように多角的に紹介する。 

書名，著者名，出版者名，出版年月日などを記載する。 

関連する分類記号なども示す。 

⑤雑誌・新聞などの紹介：関連する雑誌，新聞など多様なメディアを

紹介する。新聞は新聞記事が載っている新聞名，発行年月日，見

出しなどを記載する。 

切り抜きなど自館の情報ファイルやデータベースがあればそれも

紹介する。 

雑誌は雑誌記事が載っている雑誌名，巻号，発行者，発行年月日

を掲載する。 

 

④～⑦ 資料紹介 

１．概略を知る 
 ―辞書，事典，図鑑などを紹介する 
２．図書を探す 
 ―関連図書を紹介する 
３．新聞・雑誌記事を探す 
 ―関連記事を紹介する 
４．インターネットで調べる 
 ―関連サイトを紹介する 
５．その他 

①「妖怪」 

②怖い妖怪ばかりじゃないみた 
い。いろいろな妖怪について 
調べてみよう。 

 
③ 
 
 

 
 

2022 年 1 ⽉作成 
○○図書館 

キーワード 
妖怪，おばけ，怪談，⺠話など 
分類記号 妖怪，幽霊（147）  

伝説，⺠話（388） 
     画集（720） 
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⑥Web サイト紹介：テーマに関する Web サイトのサイト名やアドレス（URL）を記載する。例示するサイトは公的機関

など信憑性の高いものを選ぶ。キッズページがあればそれも紹介する。 

⑦その他：困ったときには学校図書館がサポートする体制がある旨を示す。近隣の公共図書館，博物館，美術館など

利用できる機関を記してもよい。 

（３）留意点 

・利用対象者，実際の探索時間などをあらかじめ把握しておく。 

・テーマ（トピック）は，自館の蔵書からどれだけ多角的に資料や情報を紹介できるか想定した上で設定する。 

・紹介した資料・情報には簡単な解説を添える。 

・児童生徒が自分の力で資料や情報を探せる手助けとなるよう作成する。 

・紹介する資料は，学習内容や児童生徒の発達段階に適切かどうかを，実際に手に取って確認する。 

・発達段階に見合った適切な表現，必要に応じて漢字にルビをふるなどの工夫が必要である。 

・載せた資料・情報の更新を行う。作成年月日を明記する。 

・パスファインダー作成は時間がかかる。負担にならないよう，個々の授業支援の際に作成し，少しずつ充実させてい

くとよい。雛形を作って地域の学校図書館担当者で共有し，使用する時にそれぞれの学校でカスタマイズするとい

った方法もある。 

（４）活用方法 

・カウンターに置いたり，調べもののコーナーや書架などに置いたりして，利用者が自由に手に取れるようにする。 

・授業時間に課題などと一緒に配布する。 

・図書館利用オリエンテーションや調べ学習オリエンテーションなどで活用する。 

・児童生徒の PC 端末からいつでも見られるように，学習プラットフォームのファイルに収納しておいてもよい。 

・総合的な学習の一環として，生徒に館内の資料を使って作成させることもできる。 

 PC 端末を使って，自館の蔵書検索をしたりグループで話し合ったりしながら作ることもできる。    

 

4．パスファインダーの参考になる web サイト紹介 

・公共図書館にはその土地ならではのテーマを取り上げたパスファンダーを作成しているところもある。 

地元図書館のパスファインダーを参考にしてみるのもよい。 

●国⽴国会図書館 リサーチ・ナビ 「公共図書館パスファインダーリンク集」 
  https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/pubpath.php 
  全国の都道府県立，政令指定都市立図書館が Web 上に公開しているパスファインダーを集めたもの 

●⻑野県図書館協会 「学校図書館・しらべ⽅案内（探求ナビ）︓授業に役⽴つパスファインダー」 
  http://www.nagano-la.com/gakkou/pathfinder-annai.htm 

●福岡県⽴図書館 「学校⽀援のページ パスファインダー〜調べ⽅の近道案内〜」 
  https://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/gakkousienn/schoolshien.html 
  学校図書館による授業支援のひとつとして教科の学習に役立つことを目的に作成されたもの 

●Jcross  「LibraryNAVI（ライブラリー・ナビ）」 
  https://www.jcross.com/collection/now/librarynavi.html 

図書館利用者をナビゲートする手のひらサイズのじゃばら折りのリーフレット 
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5．パスファインダー作成の形式 

縦 1 枚もの，横 1 枚もの，両面印刷二つ折りで 4 ページなど，さまざまな形式がある。 

 

●帯広市図書館 パスファインダー（子ども向け） 
https://www.lib-obihiro.jp/TOSHOW/html/pathfinder_top.html                  
横型 1 ページ両面印刷二つ折りのリーフレット （帯広市図書館作成）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「デジタルもアナログも学校図書館で〜多様な情報メディアを使った学習活動のアイデア」（Lily〈情報活⽤授業アイデ
ア検討グループ〉）全国学校図書館協議会『学校図書館』2021 年 7 月号～12 月号掲載 

両面印刷で横 1 枚もの。学習指導案に合わせて作成されている。（指導案も同時掲載） 

資料紹介だけではなく，児童生徒が調べる時に役立つ「調べのヒント」も載せてある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▷大きな画像を見たい方はこちら  https://www.j-sla.or.jp/sl-support/path-yokohama.pdf 
 

《参考文献》  

石狩管内高等学校図書館司書業務担当者研究会『パスファインダーを作ろう: 情報を探す道しるべ(学校図書館

入門シリーズ 12)』全国学校図書館協議会 2005 

後藤敏行『学校図書館サービス論：現場からの報告』樹村房 2018 

中西裕［ほか］『情報サービス論及び演習（ライブラリー図書館情報学 6）』学文社 2012 

学校図書館問題研究会『学校司書のための学校図書館サービス論』樹村房 2021 


